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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フレームを解析し、それに基づき線スペクトル情報符号ベクトルを発生するよう形成さ
れた線形予測フィルタと、そして
　線形予測フィルタと結合し、非移動平均予測に基づいたベクトル量子化手法を使用する
第１のベクトル量子化手法で、線スペクトル情報ベクトルをベクトル量子化するよう形成
されている量子化器とを含み、
　量子化器は、さらに第１の手法のために等価移動平均符号ベクトルを計算するように構
成され、
　音声コーダによって前に処理されたフレームの予め設定された数に関する符号ベクトル
の移動平均コードブックを等価移動平均符号ベクトルで更新し、
　更新された移動平均コードブックのメモリに基づいて第２の手法のための目標量子化ベ
クトルを計算し、
　量子化された目標符号ベクトルを発生するために、移動平均予測に基づいた方法を使用
している第２のベクトル量子化手法で目標量子化ベクトルをベクトル量子化し、
　第２のベクトル量子化手法は移動平均予測に基づく方法を使用し、
　量子化された目標符号ベクトルで移動平均コードブックのメモリを更新し、
　そして量子化された目標符号ベクトルから、量子化された線スペクトル情報ベクトルを
計算する、
音声コーダ。
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【請求項２】
　フレームが音声のフレームである請求項１の音声コーダ。
【請求項３】
　フレームが線形予測残留のフレームである請求項１の音声コーダ。
【請求項４】
　目標量子化ベクトルは、方程式
【数１】

に従って計算され、ここで

【数２】

は、このフレームのすぐ前に処理された予め設定された数のフレームの線スペクトル情報
パラメータに対応しているコードブック記載内容であり、そして

【数３】

は、
【数４】

であるような、それぞれのパラメータ加重値である、請求項１の音声コーダ。
【請求項５】
　量子化された線スペクトル情報ベクトルは方程式
【数５】

に従って計算され、ここで
【数６】

は、このフレームのすぐ前に処理された予め設定されたフレーム数の、線スペクトル情報
パラメータに対応したコードブック記載内容であり、そして
【数７】

は、
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【数８】

であるような、それぞれのパラメータ加重値である、請求項１の音声コーダ。
【請求項６】
　等価移動平均符号ベクトルは、方程式

【数９】

に従って計算され、ここで

【数１０】

は、それぞれ
【数１１】

であるような、等価移動平均符号ベクトル要素の加重値であり、そしてそこに
【数１２】

の初期条件が確立されている、請求項１の音声コーダ。
【請求項７】
　音声コーダが、無線通信システムの加入者ユニット内にある、請求項１の音声コーダ。
【請求項８】
　第１の、そして第２の量子化ベクトル量子化手法を用いた、フレームの線スペクトル情
報ベクトルのベクトル量子化の方法であって、第１の手法は非移動平均予測に基づいたベ
クトル量子化方法を用いており、第２の手法は、移動平均予測に基づいたベクトル量子化
方法を用いており、この方法は、
　第１のベクトル量子化手法によって線スペクトル情報ベクトルのベクトル量子化を行い
、
　第１の手法のための等価移動平均符号ベクトルを計算し、
　前に処理されたフレームの予め設定された数に関する符号ベクトルの移動平均コードブ
ックのメモリを等価移動平均符号ベクトルで更新し、
　更新された移動平均コードブックメモリに基づいて第２の手法のための目標量子化ベク
トルを計算し、
　量子化された目標符号ベクトルを発生するために、第２のベクトル量子化手法を用いて
目標量子化ベクトルをベクトル量子化し、
　移動平均コードブックのメモリを量子化された目標符号ベクトルで更新し、そして
　量子化された目標符号ベクトルから量子化された線スペクトル情報ベクトルを導出する
ステップを含む方法。
【請求項９】
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　フレームが音声のフレームである請求項８の方法。
【請求項１０】
　フレームが線形予測残留のフレームである請求項８の方法。
【請求項１１】
　計算ステップが、方程式
【数１３】

に従って、目標量子化を計算することを含み、ここで
【数１４】

は、このフレームのすぐ前に処理された予め設定された数のフレームに関する、線スペク
トル情報パラメータに対応したコードブック記載内容であり、そして
【数１５】

は、
【数１６】

であるような、それぞれのパラメータ加重値である、請求項８の方法。
【請求項１２】
　導出ステップが、方程式
【数１７】

に従って量子化された線スペクトル情報ベクトルを導出することを含み、
【数１８】

は、このフレームのすぐ前に処理されたフレームの予め設定された数の線スペクトル情報
パラメータに対応したコードブック記載内容であり、そして
【数１９】
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は、
【数２０】

であるような、それぞれのパラメータ重みづけである、請求項８の方法。
【請求項１３】
　計算ステップが、方程式

【数２１】

に従って、等価移動平均符号ベクトルを計算することを含み、ここで、
【数２２】

は、それぞれ、

【数２３】

であるような、等価移動平均符号ベクトル要素の加重値であり、そしてそこで
【数２４】

の初期条件が確立される、請求項８の方法。
【請求項１４】
　非移動平均予測に基づいたベクトル量子化方法を用いる第１のベクトル量子化手法を用
いて、フレームの線スペクトル情報ベクトルをベクトル量子化する手段と、
　第１の手法のための等価移動平均符号ベクトルを計算する手段と、
　音声コーダによって前に処理された、予め設定された数のフレームに関する符号ベクト
ルの移動平均コードブックのメモリを、等価移動平均符号ベクトルで更新する手段と、
　更新された移動平均コードブックのメモリに基づいて、第２の手法のための目標量子化
ベクトルを計算するする手段と、
　量子化された目標符号ベクトルを発生するために、第２のベクトル量子化手法で、目標
量子化ベクトルをベクトル量子化する手段と、
　移動平均コードブックのメモリを、量子化された目標符号ベクトルで更新するための手
段と、そして
　量子化された目標符号ベクトルから、量子化された線スペクトル情報ベクトルを導出す
る手段とを含む音声コーダ。
【請求項１５】
　フレームが音声のフレームである請求項１４の音声コーダ。
【請求項１６】
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　フレームが、線形予測残留のフレームである請求項１４の音声コーダ。
【請求項１７】
　目標量子化が、方程式
【数２５】

に従って計算され、ここで
【数２６】

は、このフレームのすぐ前に処理された予め設定された数のフレームに関する、線スペク
トル情報パラメータに対応したコードブック記載事項であり、そして
【数２７】

は、
【数２８】

であるような、それぞれのパラメータ加重値である、請求項１４の音声コーダ。
【請求項１８】
　量子化された線スペクトル情報ベクトルが、方程式
【数２９】

に従って導出され、ここで

【数３０】

は、このフレームのすぐ前に処理された予め設定された数のフレームに関する、線スペク
トル情報パラメータに対応したコードブック記載内容であり、そして

【数３１】

は、
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【数３２】

であるような、それぞれのパラメータの加重値である、請求項１４の音声コーダ。
【請求項１９】
　等価移動平均符号ベクトルが方程式

【数３３】

に従って計算され、ここで、
【数３４】

は、それぞれ、

【数３５】

であるような、等価移動平均符号ベクトル要素の加重値であり、そしてそこで
【数３６】

の初期条件が確立される、請求項１４の音声コーダ。
【請求項２０】
　音声コーダが、無線通信システムの加入者ユニット内にある、請求項１４の音声コーダ
。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は一般的に音声処理、そしてより明確には音声コーダにおいて、線スペクトル情報
を量子化するための方法および装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ディジタル技術による音声の伝送は、とくに長距離およびディジタル無線電話応用におい
て広く使用されている。このことは、ひき続いて再構成された音声の認識された品質を維
持しながら、チャネルに送ることのできる情報の最小量を決定することに関する、関心を
ひき起こしてきている。もしも音声が単にサンプリングおよびディジタイジングによって
伝送されるならば、現在のアナログ電話の音声品質に到達するためには、６４キロビット
／秒（ｋｂｐｓ）のオーダーのデータレートが必要である。しかしながら、適切な符号化
、伝送、そして受信機における再組立に続く音声解析の使用によって、データレートの大
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きな減少が達成可能である。
【０００３】
音声を圧縮するためのデバイスは、通信の多くの分野において使用されている。典型的な
分野は無線通信である。無線通信の分野は、たとえばコードレス電話、ページング、無線
ローカルループ、セルラおよびＰＣＳ電話システムのような無線電話、移動インターネッ
トプロトコル電話、そして衛星通信システムなど多くの応用を含んでいる。とくに重要な
応用は移動加入者に対する無線電話である。
【０００４】
たとえば、周波数分割マルチプルアクセス（ＦＤＭＡ）、時間分割マルチプルアクセス（
ＴＤＭＡ）、そしてコード分割マルチプルアクセス（ＣＤＭＡ）を含む無線通信システム
に対する、種々の空間に対するインターフェースが開発されてきている。それに関連して
、たとえばアドバンスドモービルホンサービス（ＡＭＰＳ）、グローバルシステムフォー
モービルコミュニケーションズ（ＧＳＭ）、そして暫定標準９５（ＩＳ‐９５）を含む種
々の国内および国際規格が制定されてきている。典型的な無線電話通信システムは、コー
ド分割マルチプルアクセス（ＣＤＭＡ）システムである。ＩＳ‐９５規格およびその派生
規格、ＩＳ‐９５Ａ、ＡＮＳＩ　Ｊ‐ＳＴＤ‐００８、ＩＳ‐９５Ｂ、提案されている第
３世代の規格ＩＳ‐９５ＣおよびＩＳ‐２０００等（ここではまとめてＩＳ‐９５として
参照する）は、通信機械工業会（ＴＩＡ）および他の有名な規格団体によって、セルラあ
るいはＰＣＳ電話通信システムに対する、ＣＤＭＡの空間に対するインターフェースの使
用を明確に述べるために発布されている。ＩＳ‐９５規格の使用に従って、実質的に形成
された典型的な無線通信システムは、米国特許５，１０３，４５９および４，９０１，３
０７に記述されており、これらの特許は、本発明の譲渡人に譲渡され、参照によって完全
に本発明に組み入れられている。
【０００５】
人間の音声発生の模型に関するパラメータを抽出することによって、音声を圧縮する手法
を用いたデバイスは、音声コーダと呼ばれる。音声コーダは、到来音声信号を時間のブロ
ック、あるいは解析フレームに分割する。音声コーダは、典型的には符号器および復号器
を含む。符号器は正確な、適切なパラメータを抽出するために到来音声フレームを分析し
、そしてそこで、パラメータをバイナリ表現に、すなわち、ビットの組み合わせすなわち
バイナリデータパケットに量子化する。データパケットは、通信チャネルを通して受信機
そして復号器に送信される。復号器はデータパケットを処理し、それらをパラメータが発
生するように非 量子化（unquantize）し、そして、その非量子化されたパラメータを用
いて音声フレームに再組立する。
【０００６】
音声コーダの機能は、ディジタイズされた音声信号を、音声に固有の自然な冗長度のすべ
てを除くことによって、低いビットレートの信号に圧縮することである。ディジタル圧縮
は入力音声フレームを、パラメータの組み合わせで表現することによって、またパラメー
タをビットの組み合わせで表現するために量子化を用いることによって達成される。もし
も入力音声フレームがビット数Ｎｉを有し、オンセイコーダによって作られたデータパケ
ットがビット数Ｎｏを有するならば、音声コーダによって達成された圧縮係数は、Ｃｒ＝
Ｎｉ／Ｎｏである。課題は、目標圧縮係数を達成する一方で、復号化された音声の高い音
声品質を保つことである。音声コーダの特性は、（１）いかに適切に、音声モデル、ある
いは上に述べた解析と組立過程の組み合わせを実行するか、そして、（２）フレームあた
りＮｏビットの目標ビットレートにおいて、いかに適切に、パラメータ量子化過程が実行
されるか、にかかっている。このように、音声モデルの目標は、各フレームに対して小さ
なパラメータ組み合わせで、音声信号の本質、あるいは目標とする音声品質をとらえるこ
とである。
【０００７】
多分音声コーダの設計において最も重要なものは、音声信号を記述するための適切なパラ
メータの組み合わせ（ベクトルを含む）に対する研究である。パラメータの適切な組み合
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わせは、知覚的に正確な音声信号の再構成に対して、低いシステム帯域幅を要求する。ピ
ッチ、信号パワー、スペクトル包絡（すなわちフォルマント）、振幅そして位相スペクト
ルは、音声符号化パラメータの例である。
【０００８】
音声コーダは、一度に音声の小さいセグメント（典型的に５ミリ秒（ｍｓ）サブフレーム
）を符号化する高時間分解能処理を用いることによって、時間領域音声波形を捕捉するこ
とを試みている、時間領域コーダとして実施されるかもしれない。各サブフレームに対し
て、コードブックスペースからの高精度標本が、この業界ではよく知られている種々の探
索アルゴリズムによって見いだされる。あるいは音声コーダは、パラメータ（解析）の組
み合わせからなる入力音声フレームの短期間の音声スペクトルを捕捉することを試み、そ
してスペクトルパラメータから音声波形を再生するのに対応する組立過程を用いている、
周波数領域コーダとして実施されるかもしれない。パラメータ量子化器は、Ａ．Ｇｅｒｓ
ｈｏ　＆　Ｒ．Ｍ．Ｇｒａｙ、「ベクトル量子化および信号圧縮」（１９９２）に記述さ
れている、よく知られた量子化手法に従って、符号ベクトルの蓄えられた表現でそれらを
表現することによってパラメータを保存する。
【０００９】
よく知られた時間領域音声コーダは、Ｌ．Ｂ．Ｒａｂｉｎｅｒ　＆　Ｒ．Ｗ．Ｓｃｈｆａ
ｒ、「音声信号のディジタル処理」３９６‐４５３（１９７８）に記述されたコードエキ
サイテッドリニアプレディクティブ（ＣＥＬＰ）コーダである。そしてそれは参照によっ
て本発明に完全に組み込まれている。ＣＥＬＰコーダにおいて、音声信号内の短期間相関
すなわち冗長性は、短期間フォルマントフィルタの係数を探す、線形予測解析によって除
去される。短期間予測フィルタの到来音声フレームへの適用は線形予測残留信号を発生し
、そしてそれは、さらに長期間予測フィルタパラメータおよびこれに続く確率コードブッ
クによってさらにモデル化され量子化される。このように、ＣＥＬＰ符号化は、時間領域
音声波形を符号化するタスクを、線形予測短期間フィルタ係数を符号化するタスクと、線
形予測残留を符号化するタスクとに分割する。時間領域符号化は固定されたレート（すな
わち各フレームに対して同じビット数Ｎｏを用いて）で、あるいは種々のレート（この場
合はフレーム内容の異なった形式に対して異なったビットレートが用いられる）で、実行
することができる。可変レート符号器は、コーデックパラメータを、目標品質を得るのに
適切なレベルに、符号化するのに必要な、ビット量のみを用いることを試みている。典型
的な可変レートＣＥＬＰコーダは、本発明の譲渡人に譲渡され、そして参照によって本発
明に完全に組み入れられている、米国特許５，４１４，７９６に記述されている。
【００１０】
ＣＥＬＰコーダのような時間領域コーダは、典型的に時間領域音声波形の精度を保つため
に、高いフレームあたりのビット数Ｎｏに頼っている。このようなコーダは典型的に、比
較的高い（たとえば８ｋｂｐｓあるいはそれ以上）フレームあたりのビット数Ｎｏによっ
て与えられる非常に優れた音声品質を備えている。しかしながら、低いビットレート（４
ｋｂｐｓあるいはそれ以下）においては、時間領域コーダは利用できるビット数が制限さ
れることによって高い品質と強い機能とを保つことができない。低いビットレートにおい
て、制限されたコードブックスペースは、従来の時間領域コーダにおける、より高いレー
トの商業用途にうまく展開している波形整合能力を切り落とす。このため、絶えざる改善
にもかかわらず、低いビットレートで動作している多くのＣＥＬＰ符号化システムは、典
型的に雑音と特性づけられる、知覚的に大きな歪みを受ける。
【００１１】
現在、中位から低いビットレート（すなわち２．４から４ｋｂｐｓ、あるいはそれ以下）
で動作する高品質の音声コーダを開発するという研究的関心と、強い商業的ニーズの波が
存在する。応用分野は、無線電話、衛星通信、インターネット電話、種々のマルチメディ
ア、そして音声ストリーミング応用、音声メール、そして他の音声蓄積システムを含む。
推進力は、高容量に対するニーズおよびパケット損失状況下における強力な機能に対する
要求である。種々の最近の音声符号化標準化努力は、低レート音声符号化アルゴリズム研
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究と開発を推進する他の直接な推進力である。低レート音声コーダは、許容できる使用帯
域幅あたりのさらなるチャネル、すなわちユーザを作り出し、そして適切なチャネル符号
化に関しての、付加的な積み重ねと結びついた低レート音声コーダは、符号器規格の総体
的ビット予算に適合することができ、そしてチャネル誤り条件のもとで強い機能を確保す
る。
【００１２】
低いビットレートにおいて音声を効率的に符号化する有効な手法はマルチモード符号化で
ある。典型的なマルチモード符号化手法は、「可変レート音声符号化」と題する、１９９
８年１２月２１日に提出され、本発明の譲渡人に譲渡され、そして参照によって本発明に
完全に組み込まれている、米国アプリケーションシリアル番号０９／２１７，３４１の中
に記述されている。従来のマルチモード符号器は、入力音声フレームの異なった形式に対
して、異なったモード、あるいは符号化‐復号化アルゴリズムを適用する。各モードある
いは符号化‐復号化過程は、たとえば、有声音声、無声音声、遷移音声（たとえば有声お
よび無声の中間）、そして背景雑音（非音声）など音声セグメントに関する確実な形式を
最適に表現するために、もっとも効率的な方法でカスタマイズされる。外部の、開ループ
モード決定メカニズムは、入力音声フレームを吟味し、フレームに対してどのモードを適
用するかに関する決定を下す。開ループモード決定は、典型的に入力フレームからいくつ
かのパラメータを抽出し、確実な、一時的な、そしてスペクトルの特性に関してパラメー
タを評価し、そして評価の上にモード決定の基礎を置くことによって行われる。
【００１３】
多くの従来の音声コーダにおいては、線スペクトル対あるいは線スペクトル余弦などの線
スペクトル情報は、有声音声の定常的な性質を利用することなく、符号化レートを十分に
減少させることなしに、有声音声フレームの符号化によって送信される。そこで、価値の
ある帯域幅が浪費される。他の従来の音声コーダ、マルチモード音声コーダ、あるいは低
ビットレート音声コーダにおいては、有声音声の定常性は、各フレームに対して利用され
る。したがって非定常状態フレームは劣化し、音声品質は損なわれる。各フレームの音声
含有量の性質に反応する適応符号化方法を与えることは有利であろう。その上音声信号は
一般的に非定常的、すなわち非静的であるので、音声符号化に用いられる線スペクトル情
報パラメータの量子化の効率は、音声の各フレームの線スペクトル情報パラメータが、移
動平均予測に基づいたベクトル量子化を使用するか、あるいは他の標準ベクトル量子化方
法を使用するかの何れかによって、選択的に符号化する方式を使用することにより、改善
することができるかもしれない。このような方式は、上記二つのベクトル量子化方法の何
れかの利益を有利に利用するであろう。したがって、この二つの量子化方法を、一つの方
法から他への遷移境界においては適切に混合することによって交錯する音声コーダを与え
ることが望ましい。このように、周期的フレームおよび非周期的フレーム間の変化に適応
するために、マルチプルベクトル量子化方法を用いる音声コーダに対するニーズが存在す
る。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
本発明は、周期的フレームおよび非周期的フレーム間の変化に適応するために、マルチプ
ルベクトル量子化方法を使用する音声コーダに向けられている。よって発明の一つの観点
においては、音声コーダは、フレームを解析し、それに基づき線スペクトル情報符号ベク
トルを発生するように形成された線形予測フィルタと、そして、線形予測フィルタと結合
し、非移動平均予測に基づいたベクトル量子化方法による第一のベクトル量子化手法を用
いて、線スペクトル情報ベクトルをベクトル量子化するように形成された量子化器（quan
tizer）とを有利に含んでおり、そしてそこで、量子化器は、第一の手法のための等価移
動平均符号ベクトルを計算し、音声コーダによって前に処理された、予め設定されたフレ
ーム数に対する符号ベクトルの移動平均コードブックのメモリをこの等価移動平均コード
ブックで更新し、更新された移動平均コードブックのメモリに基づいて第二の手法のため
の目標量子化ベクトルを計算し、量子化された目標符号ベクトルを発生するために、移動
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平均予測に基づいた方法を用いている第二のベクトル量子化手法で目標量子化ベクトルを
ベクトル量子化し、移動平均コードブックのメモリを量子化された目標符号ベクトルで更
新し、そして量子化された目標符号ベクトルから量子化された線スペクトル情報を計算す
るようにさらに配置されている。
【００１５】
発明の他の観点においては、非移動平均予測に基づいたベクトル量子化方法を用いている
第一の技術と、移動平均予測に基づいたベクトル量子化手法を用いている第二の技術と、
この第一と第二の量子化ベクトル量子化技術を用いている、フレームの線スペクトル情報
ベクトルをベクトル量子化する方法は、線スペクトル情報ベクトルを第一のベクトル量子
化手法でベクトル量子化し、第一の手法のための等価移動平均符号ベクトルを計算し、音
声コーダによって前に処理された予め設定されたフレーム数に対する符号ベクトルの移動
平均コードブックのメモリを、移動平均符号ベクトルで更新し、更新された移動平均コー
ドブックのメモリに基づいて第二の手法のための目標量子化ベクトルを計算し、目標量子
化ベクトルを量子化された目標符号ベクトルを発生するために第二のベクトル量子化手法
でベクトル量子化し、量子化された目標符号ベクトルで移動平均コードブックベクトルの
メモリを更新し、そして量子化された目標符号ベクトルから、量子化された線スペクトル
情報ベクトルを導出するステップを有利に含む。
【００１６】
発明の他の観点においては、音声コーダは、非移動平均予測に基づいたベクトル量子化方
法を用いる第一のベクトル量子化手法でフレームの線スペクトル情報ベクトルをベクトル
量子化するための手段、第一の手法のための等価移動平均符号ベクトルを計算するための
手段、音声コーダによって前に処理された予め設定されたフレーム数に対する符号ベクト
ルの移動平均コードブックのメモリを等価移動平均符号ベクトルで更新するための手段、
更新された移動平均コードブックメモリに基づき第二の手法のための目標量子化ベクトル
を計算するための手段、量子化された目標符号ベクトルを発生するために、目標量子化ベ
クトルを第二の目標量子化手法を用いてベクトル量子化するための手段、移動平均コード
ブックのメモリを量子化された目標符号ベクトルで更新するための手段、そして量子化さ
れた目標符号ベクトルから量子化された線スペクトル情報ベクトルを導出するための手段
を有利に含む。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下に述べる典型的な実施例は、ＣＤＭＡの空間に対するインターフェースを用いて形成
された無線電話通信システムに属する。それにも拘らず、当業者によって、この発明の特
徴を具体化しているサブサンプリング法および装置は、当業者に知られている広範囲の技
術を用いている、種々の通信システムの何れにも属するかも知れないことを、了解される
べきであろう。
【００１８】
図１に説明したように、ＣＤＭＡ無線電話システムは、一般的に、複数の移動加入者ユニ
ット１０、複数の基地局１２、基地局制御器（ＢＳＣｓ）１４、そして移動スイッチング
センター（ＭＳＣ）１６を含む。移動スイッチングセンター１６は、従来の公衆交換電話
回路網（ＰＳＴＮ）１８とインターフェースを形成する。移動スイッチングセンター１６
はまた、基地局制御器１４ともインターフェースを形成する。基地局制御器１４は迂回中
継線を経て基地局１２と結合されている。迂回中継線は、たとえばＥ１／Ｔ１、ＡＴＭ、
ＩＰ、ＰＰＰ，フレームリレー、ＨＤＳＬ、ＡＤＳＬ、あるいはｘＤＳＬを含む、いくつ
かの既知のインターフェースの何れをも支持するよう形成されているかもしれない。シス
テム内には、二つより多くの基地局制御器１４があるかもしれないことは了解される。各
基地局１２は、有利に、少なくとも一つのセクタ（図示せず）を含み、各セクタは、全方
向性アンテナあるいは、基地局１２から特定方向に放射状に離れた点にあるアンテナを含
む。代わりに、各セクタは、ダイバーシティ受信のための二つのアンテナを含むかもしれ
ない。各基地局１２は、好都合に、複数の周波数割り当てを支持するように設計されてい
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るかも知れない。セクタの交点（intersection）および周波数の割り当ては、ＣＤＭＡチ
ャネルとして参照されるかもしれない。基地局１２はまた、基地局トランシーバサブシス
テム（ＢＴＳｓ）１２として知られるかもしれない。代わりに、“基地局”は産業界にお
いて、基地局制御器（ＢＳＣ）１４および一つあるいはそれ以上の基地局トランシーバサ
ブシステムをまとめて参照するために使用されるかもしれない。基地局トランシーバサブ
システム１２はまた、“セルサイト”１２と表示されるかもしれない。代わりに、与えら
れた基地局トランシーバサブシステム（ＢＴＳ）１２の個々のセクタは、セルサイトとし
て参照されるかもしれない。移動加入者ユニット１０は、典型的にセルラ、あるいはＰＣ
Ｓ電話１０である。システムは、有利に、ＩＳ‐９５標準に従った使用のために形成され
る。
【００１９】
セルラ電話システムの典型的動作の期間中、基地局１２は、一連の移動ユニット１０から
、一連の逆方向リンク信号を受信する。移動ユニット１０は、電話呼あるいは他の通信を
処理する。与えられた基地局１２によって受信された、各逆方向リンク信号は、その基地
局１２の中で処理される。その結果のデータは、基地局制御器１４に転送される。基地局
制御器１４は、基地局１２間のソフトハンドオフの調和的総合化を含む、コールリソース
アロケーション（ｃａｌｌ　ｒｅｓｏｕｒｅｃｅ　ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ）および、移動
性マネージメントファンクショナリティ（ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｆ
ｕｎｃｔｉｏｎａｌｉｔｙ）を与える。基地局制御器１４はまた、受信データを移動スイ
ッチングセンター１６に送る。そして移動スイッチングセンター１６は、公衆交換電話回
路網１８とのインターフェースに対して付加的な経路支持サービスを与える。同様に、公
衆交換電話回路網１８は移動スイッチングセンター１６とインターフェース接続し、そし
て移動スイッチングセンター１６は、基地局制御器１４とインターフェース接続する。基
地局制御器１４は、順番に基地局１２を、一連の順方向リンク信号を一連の移動ユニット
１０に送信するよう制御する。
【００２０】
図２において、第１の符号器１００は、ディジタル化された音声サンプルｓ（ｎ）を受信
し、第１の復号器１０４に対して、伝送媒体１０２あるいは通信チャネル１０２上に送信
するためにサンプルｓ（ｎ）を符号化する。復号器１０４は、符号化された音声サンプル
を復号し、出力音声信号ｓｓｙｎｔｈ（ｎ）を組立てる。反対方向への送信のためには、
第２の符号器１０６が、ディジタル化された音声サンプルｓ（ｎ）を符号化し、通信チャ
ネル１０８上に送信される。第２の復号器１１０は、符号化された音声サンプルを受信し
、組立てられた出力音声信号ｓｓｙｎｔｈ（ｎ）を発生しながら復号する。
【００２１】
音声サンプルｓ（ｎ）は、たとえばパルス符号変調（ＰＣＭ）、コンパンデッドμ‐ｌａ
ｗ、あるいはＡ‐ｌａｗを含む、当業界では知られた種々の方法のどれかに従って、ディ
ジタル化され量子化されている音声信号を示す。当業界においては知られているように、
音声サンプルｓ（ｎ）は、入力データのフレームに構造化され、そこで各フレームはディ
ジタル化された音声サンプルｓ（ｎ）の、予め設定された数を含んでいる。典型的実施例
においては、８ｋＨｚのサンプリングレートが、１６０のサンプルを含んでいる各２０ミ
リ秒のフレームとともに使用される。以下に述べる実施例においては、データ送信のレー
トは、フレームツーフレーム基準で、１３．２ｋｂｐｓ（フルレート）から６．２ｋｂｐ
ｓ（ハーフレート）に、２．６ｋｂｐｓ（４分の１レート）に、１ｋｂｐｓ（８分の１レ
ート）に、有利に変えられるかもしれない。データ送信レートが変化することは、より低
いビットレートは、比較的少ない音声情報を含んでいるフレームに対して選択的に使用さ
れるかもしれないために、好都合である。当業者により了解されるように、他のサンプリ
ングレート、フレームサイズ、そしてデータ送信レートが使用されるかもしれない。
【００２２】
第１の符号器１００および第２の復号器１１０は、ともに第１の音声コーダ、すなわち音
声コーデックを含む。音声コーダは、たとえば、図１を参照して前に述べた、加入者ユニ
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ット、基地局トランシーバサブシステム、あるいは基地局制御器を含む音声信号を送信す
るためのいずれの通信デバイスにおいても使用可能であろう。同様にして、第２の符号器
１０６、および第１の復号器１０４はともに第２の音声コーダを含んでいる。当業者によ
って、音声コーダは、ディジタル信号処理装置（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳ
ＩＣ）、ディスクリートゲートロジック、ファームウエア、あるいは、いずれの従来のプ
ログラマブルソフトウエアモジュールおよびマイクロ処理装置を用いて、実行されるかも
しれないことは理解される。ソフトウエアモジュールは、ランダムアクセスメモリ、フラ
ッシュメモリ、抵抗器、あるいは、当業界で知られている、いずれの他の書き込み可能な
蓄積媒体の形態内に属することができるであろう。代わりに、いずれの従来の処理装置、
制御器あるいはステートマシンがマイクロ処理装置に代わって置き換えられるであろう。
音声符号化用にとくに設計された典型的な特定用途向け集積回路は、本発明の譲渡人に譲
渡され、参照によって本発明に完全に組み込まれている、米国特許５，７２７，１２３、
および、「ボコーダ用途向け集積回路」と題する、１９９４年２月１６日に提出され、本
発明の譲渡人に譲渡され、参照によって本発明に完全に組み込まれている、米国アプリケ
ーションシリアル番号０８／１９７，４１７の中に記述されている。
【００２３】
図３において、音声符号器に用いられるかもしれない符号器２００は、モード決定モジュ
ール２０２、ピッチ評価モジュール２０４、線形予測解析モジュール２０６、線形予測解
析フィルタ２０８、線形予測量子化モジュール２１０、そして残留量子化モジュール２１
２を含む。入力音声フレームｓ（ｎ）は、モード決定モジュール２０２、ピッチ評価モジ
ュール２０４、線形予測解析モジュール２０６、そして線形予測解析フィルタ２０８に与
えられる。モード決定モジュール２０２は、他の数ある特徴の中で、周期性、エネルギー
、信号対雑音比（ＳＮＲ）、あるいはゼロクロッシングレートモードに基づいて、各入力
音声フレームｓ（ｎ）の、インデックスＩＭおよびモードＭを発生する。周期性にしたが
って、音声フレームを分類する種々の方法は、本発明の譲渡人に譲渡され、参照によって
発明の中に完全に組み込まれている、米国特許５，９１１，１２８の中に記述されている
。これらの方法はまた、通信機械工業会産業暫定規格ＴＩＡ／ＥＩＡ　ＩＳ‐１２７およ
びＴＩＡ／ＥＩＡ　ＩＳ‐７３３の中に組み込まれている。典型的なモード決定方法はま
た、前述の米国アプリケーションシリアル番号０９／２１７，３４１の中に記述されてい
る。
【００２４】
ピッチ評価モジュール２０４は、各入力音声フレームｓ（ｎ）に基づいてピッチインデッ
クスＩＰおよび遅れ値Ｐ０を生じる。線形予測解析モジュール２０６は、線形予測パラメ
ータａを発生するために、各入力音声フレームｓ（ｎ）に関する線形予測解析を行う。線
形予測パラメータａは、線形予測量子化モジュール２１０に与えられる。線形予測量子化
モジュール２１０はまた、モードＭを受信し、それに関してモードに依存した方法で量子
化過程を実行する。線形予測量子化モジュール２１０は、線形予測インデックスＩＬＰお
よび量子化された線形予測パラメータ
【数３７】

を生じる。線形予測解析フィルタ２０８は、入力音声フレームｓ（ｎ）に加えて、量子化
された線形予測パラメータ
【数３８】

を受信する。線形予測解析フィルタ２０８は、入力音声フレームｓ（ｎ）と量子化された
線形予測パラメータ
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【数３９】

に基づき再組立した音声との間の誤差を示す、線形予測残留信号Ｒ［ｎ］を発生する。線
形予測残留Ｒ［ｎ］、モードＭ、そして量子化された線形予測パラメータ
【数４０】

は、残留量子化モジュール２１２に与えられる。これらの値に基づき、残留量子化モジュ
ール２１２は、残留インデックスＩＲおよび量子化された残留信号
【数４１】

を生じる。
【００２５】
図４において、音声コーダ内に使用されるかも知れない復号器３００は、線形予測パラメ
ータ復号化モジュール３０２、残留復号化モジュール３０４、モード復号化モジュール３
０６、そして線形予測組立フィルタ３０８を含む。モード復号化モジュール３０６は、そ
れからモードＭを発生しながら、モードインデックスＩＭを受信し復号する。線形予測パ
ラメータ復号化モジュール３０２は、モードＭおよび線形予測インデックスＩＬＰを受信
する。線形予測パラメータ復号化モジュール３０２は、量子化された線形予測パラメータ
【数４２】

を生じるために、受信値を復号する。残留復号化モジュール３０４は、残留インデックス
ＩＲ、ピッチインデックスＩＰ、そしてモードインデックスＩＭを受信する。残留復号化
モジュール３０４は、量子化された残留信号
【数４３】

を発生するために、受信値を復号する。量子化された残留信号
【数４４】

および量子化された線形予測パラメータ
【数４５】

は、そこから復号化された出力音声信号Ｓ[ｎ]が組み立てられる、線形予測組立フィルタ
３０８に与えられる。
【００２６】
図３の符号器２００、および図４の復号器３００の、種々のモジュールの動作および実行
は、当業界には知られており、前述の米国特許５，４１４，７９６、およびＬ．Ｂ．Ｌａ
ｂｉｎｅｒ　＆　Ｒ．Ｗ．Ｓｃｈａｆｅｒ、「音声信号のディジタル処理」３９６‐４５
３（１９７８）に記述されている。
【００２７】
図５のフローチャートに示したように、実施例に従った音声コーダは、送信のために音声
サンプルの処理をする一連のステップに従う。ステップ４００において、音声コーダは連
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続したフレーム内の音声信号のディジタルサンプルを受信する。与えられたフレームの受
信と同時に、音声コーダはステップ４０２に進む。ステップ４０２において、音声コーダ
はフレームのエネルギーを検出する。このエネルギーはフレームの音声活動の尺度である
。音声検出は、ディジタル化された音声サンプルの振幅の２乗を集計し、その結果のエネ
ルギーをしきい値と比較することによって行われる。実施例において、しきい値は背景雑
音の変化しているレベルに基づいて順応する。典型的な可変しきい値音声活動検出器は、
前述の米国特許５，４１４，７９６に記述されている。若干の無声音声音は、背景雑音と
して、誤って符号化されるかもしれないほど、極端に低いエネルギーサンプルでありうる
。この発生を防ぐために、低エネルギーサンプルのスペクトル傾き（ｔｉｌｔ）が、前述
の米国特許５，４１４，７９６に記述されているように背景雑音から無声音声を識別する
ために用いられるかも知れない。
【００２８】
フレームのエネルギーを検出した後、音声コーダはステップ４０４に進む。ステップ４０
４においては、音声コーダは、検出されたフレームエネルギーがフレームを音声情報を含
むとして分類するのに十分であるか否かを決定する。もしも、検出されたフレームエネル
ギーが、予め設定されたしきい値レベルよりも下であれば、音声コーダはステップ４０６
に進む。ステップ４０６においては、音声コーダはフレームを背景雑音（すなわち無音声
あるいは無音）として符号化する。実施例においては、背景雑音フレームは１／８レート
すなわち１ｋｂｐｓとして符号化される。もしもステップ４０４において検出されたフレ
ームエネルギーが予め設定されたしきい値レベルを満足し、あるいは超えていれば、この
フレームは音声として分類され、音声コーダはステップ４０８に進む。
【００２９】
ステップ４０８においては、音声コーダは、フレームが無声音声であるか否かを決定する
。すなわち音声コーダはフレームの周期性を吟味する。周期性決定に関する種々の既知の
方法は、たとえばゼロクロッシングの使用、および規格化された自己相関関数（ＮＡＣＦ
ｓ）の使用を含む。とくに、周期性の検出にゼロクロッシングおよび自己相関関数を使用
することは、前述の米国特許５，９１１，１２８、および米国アプリケーションシリアル
番号０９／２１７，３４１に記述されている。さらに、無声音声から有声音声を識別する
のに使用される上記の方法は、通信機械工業会暫定規格ＴＩＡ／ＥＩＡ　ＩＳ‐１２７お
よびＴＩＡ／ＥＩＡ　ＩＳ‐７３３の中に組み入れられている。もしもステップ４０８に
おいて、フレームが無声音声と決定されれば、音声コーダはステップ４１０に進む。ステ
ップ４１０においては、音声コーダは、フレームを無声音声として符号化する。実施例に
おいては、無声音声フレームは、４分の１レートすなわち２．６ｋｂｐｓで符号化される
。もしもステップ４０８においてフレームが無声音声であると決定されなければ、音声コ
ーダはステップ４１２に進む。
【００３０】
ステップ４１２において、音声コーダは、たとえば前述の米国特許５，９１１，１２８に
記述されているように、当業界においては知られている周期性検出方法を用いて、このフ
レームが遷移音声であるか否かを決定する。もしもフレームが遷移音声であると決定され
れば、音声コーダはステップ４１４に進む。ステップ４１４において、フレームは遷移音
声（すなわち無声音声から有声音声への遷移）として符号化される。実施例において、遷
移音声フレームは、「遷移音声フレームのマルチパルス補間符号化」、と題する、１９９
９年５月７日に提出された、そして本発明の譲渡人に譲渡され、参照によって本発明に完
全に組み込まれた、米国アプリケーションシリアル番号０９／３０７，２９４の中に記述
されている、マルチパルス補間符号化方法に従って符号化される。他の実施例において、
遷移音声フレームはフルレートすなわち１３．２ｋｂｐｓで符号化される。
【００３１】
もしもステップ４１２において、音声コーダがフレームは遷移音声ではないと決定すれば
、音声コーダはステップ４１６に進む。ステップ４１６において、音声コーダはフレーム
を有声音声として符号化する。実施例において、有声音声フレームはハーフレートすなわ
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ち６．２ｋｂｐｓで符号化されるかもしれない。有声音声フレームをフルレートすなわち
１３．２ｋｂｐｓ（あるいは８ｋＣＥＬＰコーダにおいてはフルレート、８ｋｂｐｓ）で
符号化することもまた可能である。しかしながら、当業者は、有声フレームのハーフレー
トにおける符号化は、有声フレームの定常的性質を利用することによって、符号器に貴重
な帯域幅の節約を可能とすることを評価するであろう。さらに、有声音声を符号化するの
に使用されたレートにかかわらず、有声音声は、過ぎたフレームからの情報を用いて有利
に符号化され、そしてまたそのために、予測的に符号化されると言われる。
【００３２】
当業者は、音声信号あるいは対応する線形予測残留の何れでも、図５に示されたステップ
に従って符号化されるかもしれないことを評価するであろう。雑音、無声、遷移、そして
有声音声の波形特性は、図６Ａのグラフにおいて、時間の関数として見ることができる。
雑音、無声、遷移、そして有声の線形予測残留の波形特性は、図６Ｂのグラフにおいて、
時間の関数として見ることができる。
【００３３】
実施例において、音声コーダは、線スペクトル情報ベクトル量子化に関する、二つの方法
を交錯するために、図７のフローチャートに示されるアルゴリズムステップを実行する。
音声コーダは有利に非移動平均予測に基づいた線スペクトル情報ベクトル量子化のための
、等価移動平均コードブックベクトルの推定値を計算し、そしてこのことは、音声コーダ
が、線スペクトル情報ベクトル量子化に関する、二つの方法を交錯することを可能とする
。移動平均予測に基づいた方法において、移動平均は、前に処理したフレームの数、Ｐに
対して計算される。パラメータを掛け合わせることによって計算されている移動平均は、
以下に述べるように、各ベクトルコードブック記載内容によって重みづけする。移動平均
は、これも以下に述べるように、目標量子化ベクトルを発生するために、線スペクトル情
報パラメータの入力ベクトルから減算される。非移動平均予測に基づいたベクトル量子化
方法は、移動平均予測に基づいたベクトル量子化方法を用いない、何れかの知られたベク
トル量子化方法であるかもしれないことは、当業者によって容易に評価されるであろう。
【００３４】
線スペクトル情報パラメータは、フレーム間移動平均予測とベクトル量子化を用いること
、あるいは、たとえば、スプリットベクトル量子化，マルチステージベクトル量子化（Ｍ
ＳＶＱ）、スイッチド予測的ベクトル量子化（ＳＰＶＱ）、あるいはこれらの一部、ある
いはすべての組み合わせなどの、いずれかの他の標準的非移動平均予測に基づいたベクト
ル量子化方法を用いることのどちらかによって、典型的に量子化される。図７を参照して
記述された実施例において、一つの方法が、上述のベクトル量子化法の何れかと移動平均
予測に基づいたベクトル量子化法とを混合するために使用される。移動平均予測に基づい
たベクトル量子化法は、本質が定常的、すなわち静的な（図６Ａ‐Ｂにおける静的な有声
フレームについて示されているような信号を示す）音声フレームに対する、最適効果のた
めに用いられる一方で、非移動平均予測に基づいたベクトル量子化法は、本質が定常的で
ない、すなわち非静的な（図６Ａ‐Ｂにおける無声フレームおよび遷移フレームについて
示されているような信号を示す）音声フレームに対する最適効果のために用いられること
から、これは望ましいことである。
【００３５】
Ｎ‐次元の線スペクトル情報パラメータを量子化するための、非移動平均予測に基づいた
ベクトル量子化方法において、Ｍｔｈフレームに対する入力ベクトル
【数４６】

は量子化に対する目標として直接に使用され、そして上で言及した標準ベクトル量子化手
法の何れかを用いて、ベクトル
【数４７】
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に量子化される。
【００３６】
典型的なフレーム間移動平均予測法において、量子化にための目標は
【数４８】

として計算される。ここで、
【数４９】

は、フレームＭのすぐ前のＰ個のフレームに関する線スペクトル情報パラメータに対応す
るコードブック記載内容である。そして、
【数５０】

は、
【数５１】

であるような、それぞれの加重値である。目標量子化ＵＭはそこで、上で言及したベクト
ル量子化手法の何れかを用いて
【数５２】

に量子化される。量子化された線スペクトル情報ベクトルはつぎのように計算される。
【数５３】

【００３７】
移動平均予測手法は、コードブック記載内容の過去の値、過去のＰ個のフレームに対する
【数５４】

の存在を必要とする。コードブック記載内容はこれらのフレーム（過去のＰ個のフレーム
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されており、過去のＰ個のフレームの残留は、非移動平均予測に基づいたベクトル量子化
手法を用いて量子化されていることが可能であり、そして対応するコードブック記載内容
【数５５】

は、これらのフレームに対しては直接に得られない。このことは、上の二つのベクトル量
子化の方法を混合する、すなわち交錯することを困難にしている。
【００３８】
図７を参照して記述された実施例において、コードブック記載内容
【数５６】

が明確に得られない、
【数５７】

の場合、コードブック記載内容
【数５８】

の推定値
【数５９】

を計算するのに、つぎの式
【数６０】
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【数６１】

は、
【数６２】
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であるような、それぞれの加重値であり、
【数６３】

が初期条件である。典型的な初期条件は
【数６４】

であって、ここでＬＢは線スペクトル情報（ＬＳＩ）パラメータのバイアス値である。つ
ぎのものは、加重値の典型的組み合わせである。
【数６５】

【００３９】
図７のフローチャートのステップ５００において、音声コーダは、入力線スペクトル情報
ベクトルＬＭを、移動平均予測に基づいたベクトル量子化手法で量子化するか否かを決定
する。この決定は、フレームの音声含有量に有利に基づいている。たとえば、静的有声フ
レームに関する入力線スペクトル情報パラメータは、移動平均予測に基づいたベクトル量
子化方法で、もっとも有利に量子化される。一方無声フレームおよび遷移フレームに関す
る入力線スペクトル情報パラメータは、非移動平均予測に基づいたベクトル量子化方法で
、もっとも有利に量子化される。もしも音声コーダが、入力線スペクトル情報ベクトルＬ

Ｍを、移動平均予測に基づいたベクトル量子化方法で量子化することを決定すれば、音声
コーダはステップ５０２に進む。一方、もしも音声コーダが、入力線スペクトル情報ベク
トルＬＭを、移動平均予測に基づいたベクトル量子化方法で量子化しないと決定すれば、
音声コーダはステップ５０４に進む。
【００４０】
ステップ５０２において、音声コーダは、上の方程式（１）に従って、量子化のための目
標ＵＭを計算する。音声コーダはそこでステップ５０６に進む。ステップ５０６において
、音声コーダは、当業界の人によく知られている、種々の一般的ベクトル量子化手法の何
れかに従って目標ＵＭを量子化する。音声コーダはそこでステップ５０８に進む。ステッ
プ５０８においては、音声コーダは、上の方程式（２）に従って、量子化された目標
【数６６】

から、量子化された線スペクトル情報パラメータのベクトル
【数６７】
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を計算する。
【００４１】
ステップ５０４においては、音声コーダは、当業界においてはよく知られた種々の非移動
平均予測に基づいたベクトル量子化手法に従って、目標ＬＭを量子化する。（当業者は理
解しているように、非移動平均予測に基づいたベクトル量子化手法における、量子化のた
めの目標ベクトルはＬＭであってＵＭではない。）音声コーダは、そこでステップ５１０
に進む。ステップ５１０においては、音声コーダは、上の方程式（３）に従って量子化さ
れた、線スペクトル情報パラメータのベクトル
【数６８】

から、等価移動平均符号ベクトル
【数６９】

を計算する。
【００４２】
ステップ５１２において、音声コーダは、過去のＰ個のフレームの移動平均コードブック
ベクトルのメモリを更新するために、ステップ５０６で得られた量子化された目標
【数７０】

、およびステップ５１０で得られた等価移動平均符号ベクトル
【数７１】

を使用する。過去のＰ個のフレームの移動平均コードブックベクトルの更新されたメモリ
は、そこでステップ５０２において、次のフレームに対する、入力線スペクトル情報ベク
トルＬＭ＋１の量子化のための目標ＵＭを計算するために、使用される。
【００４３】
このように、音声コーダ内において、線スペクトル情報量子化方法を交錯するための新し
い方法および装置について記述してきた。当業者は、ここに開示された実施例に関して記
述された、種々の実例となる、論理ブロックおよびアルゴリズムステップは、ディジタル
信号処理装置（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、ディスクリートゲートあ
るいはトランジスタ論理、たとえば、抵抗あるいはＦＩＦＯなどディスクリートハードウ
エア部品、一連のファームウエア命令を実行する処理装置、あるいはいずれかの従来のプ
ログラマブルソフトウエアモジュールおよび処理装置を用いて実行され、遂行されるかも
しれないことは理解するであろう。処理装置は、有利にマイクロ処理装置であるかもしれ
ず、しかし代わりに処理装置はいずれかの従来の処理装置、制御器、マイクロ制御器、あ
るいはステートマシンであるかもしれない。ソフトウエアモジュールは、ランダムアクセ
スメモリ（ＲＡＭ）、フラッシュメモリ、抵抗器、あるいは当業界では知られる、書き込
み可能な記憶媒体の他の形態のいずれかに属しうるであろう。当業者は、さらに、上記を
通じて参照されるデータ、命令、指揮、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは
、電圧、電流、電磁波、磁場あるいは粒子、光フィールドあるいは粒子、あるいはこれら
の組み合わせのいずれかによって適切に表現されることを認識するであろう。
【００４４】
本発明の望ましい実施例について以上のように示しそして記述してきた。しかしながらこ
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の技術の当業者にとってここに開示した実施例に対する多くの代替物をこの発明の精神ま
たは範囲から逸脱することなしに形成し得ることは明白であろう。それ故、本発明は上記
特許請求の範囲に従う場合を除き、制限がなされるべきものではない。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図１は、無線電話システムのブロック線図である。
【図２】　図２は、音声コーダによって各端において終結された通信チャネルのブロック
線図である。
【図３】　図３は、符号器のブロック線図である。
【図４】　図４は、復号器のブロック線図である。
【図５】　図５は、音声符号化決定過程を説明しているフローチャートである。
【図６】　図６Ａは、音声信号振幅対時間のグラフである。
図６Ｂは、線形予測残留振幅対時間のグラフである。
【図７】　図７は、線スペクトル情報ベクトル量子化に関する二つの方法を交錯する、音
声コーダにより実行される方法ステップを説明しているフローチャートである。
【符号の説明】
１０…移動ユニット
１２…基地局
１４…基地局制御器
１６…移動スイッチングセンター
１８…公衆交換電話回路網
９５…暫定標準
１００…第１の符号器
１０２…通信チャネル
１０４…復号器
１０６…第２の符号器
１０８…通信チャネル
１１０…第２の復号器
２００…符号器
２０２…モード決定モジュール
２０４…ピッチ評価モジュール
２０６…線形予測解析モジュール
２０８…線形予測解析フィルタ
２１０…線形予測量子化モジュール
２１２…残留量子化モジュール
３００…復号器
３０２…線形予測パラメータ復号化モジュール
３０４…残留復号化モジュール
３０６…モード復号化モジュール
３０８…線形予測組立フィルタ
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